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一　

本
書
執
筆

ま
で
の
経
緯

　
著
者
は
、
初
め
て
勤
務
し
た
彦
根
城
博
物
館

で
、

一
九
八
八
年
に
井
伊
直
弼

の

特
別
展
を
担
当
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
直
弼
と
い
う
人
物
に
関
心
を
持

つ
よ

う
に
な

っ
た
の
だ
と
い
う
。
著
者
自
身
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
書

の
執
筆

は
、
八
七
年
以
降
に
お
け
る
彦
根
藩
井
伊
家
文
書

の
全
面
的
な
公
開
と
、
十
八
年

間
勤
務
し
た
同
博
物
館
を
中
心
と
す
る
研
究
環
境
が
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ

っ
た

と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
経
歴
か
ら
も
、
著
者
は
直
弼

の
伝
記
執
筆
者
と
し
て
現
在

最
も
適
任
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
当
初
は
、
直
弼

の
地
元
彦
根
で
研
究
活
動

を
続
け
る
以
上
、
市
民
感
情
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
著
者
は
安
易
に
直
弼
擁
護
の
立
場
に
陥
る
こ
と
を
自
制
し
つ
つ
、
博
物
館
に

組
織
さ
れ
た
彦
根
藩
に
関
す
る
総
合
的

な
共
同
研
究
活
動
に
従
事
す
る
中
で
、
従

来
の
直
弼
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
払

い
な
が

ら
関
係
史
料
を
分
析
し
、
直
弼

の
人
間
像

を
追
求
し
て
い
く
。
二
〇
〇
三
年
、
京
都
女
子
大
学
に
職
場
を
移
し
て
か
ら
も
、

著
者
は
講
義
を
通
じ
て
直
弼
の
生
涯
に

つ
い
て
の
考
察
を
深
め
て
き
た
よ
う
で
あ

る
。
本
書

の
構
想

は
、

こ
の
講
義

の
内
容
を
基
に
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

二
　
本
書
の
内
容

目
次
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

フ
ロ
ロ
ー
・ク

一　

井
伊
家
庶
子
と
し
て
の
成
長

　
-
　
十
四
番
目
の
男
子
誕
生
/
2
　
尾
末
町
屋
敷
で
の
生
活
/
3
　
埋
木
舎

　
か
ら
柳
王
舎

へ
/
4
　
長
野
義
言
と
の
出
会
い
/
5
　
求
道
と
世
俗
の
葛
藤

二
　
茶
の
湯
観
の
形
成
と
武
士
道
観

　
-
　
青
年
期
の
茶
の
湯
観
/
2
　

一
派
創

立

へ
の
過
程
/
3
　

「茶
の

一

　
道
」
の
追
求

三
　
世
嗣
と
し
て
の
江
戸
出
府

　
-
　
江
戸
出
府
の
命
令
/
2
　
養
父
井
伊
直
亮
と
の
軋
轢

四
　
政
治
意
識
の
形
成

　
-
　
仁
政

へ
の
意
志
/
2
　
中
川
禄
郎
と

「蓊
蕘
之
言
」
/
3
　
言
路
を
開

　
く
/
4
　
長
野
義
言
と

「沢
能
根
世
利
」
/
5
　
家
格
意
識
の
形
成

五
　
彦
根
藩
主
井
伊
直
弼

　
-
　
彦
根
藩
の
政
治
構
造
/
2
　
藩
主
就
任
と
人
事
刷
新
/
3
　
藩
政
に
お
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窓史

　
　
け
る
意
思
決
定
と
家
老

　
六
　
藩
政
改
革
と
人
材
登
用

　
　
1
　
藩
政
改
革

へ
の
道
/
2
　
長
野
義
言
の
登
用
/
3
　
宇
津
木
景
福

の
登

　
　
用

　
七
　
溜
詰
大
名
と
し
て
の
意
思
決
定

　
　
1
　

ペ
リ
ー
来
航
時

の
意
見
書
/

2
　
品
川
連
砲
台
建
設

へ
の
意
見
書
/
3

　
　
　
徳
川
斉
昭
と

の
対
立
/
4
　

『
茶
湯

一
会
集
』
執
筆
と
政
治
動
向

　
八
　
安
政
期

の
幕
政
と
大
老
井
伊
直
弼

　
　
1
　
将
軍
継
嗣
問
題
/
2
　
条
約
調
印
問
題
/
3
　
大
老
就
任

　
九
　
大
老
直
弼

の
政
治
展
開

　
　
1
　
将
軍
継
嗣
問
題

の
展
開
/
2
　
条
約
調
印
/
3
　
公
武
合
体
/
4
　
戊

　
　
午

の
密
勅
と
安
政
の
大
獄

　

エ
ピ

ロ
ー
グ
/
あ
と
が
き
/
主
要
参
考
文
献

一
覧

　

一
見
し
て
分
る
よ
う
に
、
本
書

は
、
直
弼

の
大
老
就
任
以
前
、
す
な
わ
ち
庶
子

時
代
か
ら
、
世
嗣
を
経
て
彦
根
藩
主
と
な
り
、
溜
詰
大
名
と
し
て
活
動
す
る
ま
で

の
記
述
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

エ
ピ

ロ
ー
グ
ま
で
の
全
二
三
四
頁
の
う
ち
、
大

老
時
代
の
記
述
は
第
八

・
九
章
の
四
八
頁
分
で
、
全
体
の
五
分
の

一
弱
の
分
量
と

な

っ
て
い
る
。

　
次
に
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
と
く
に
注
目
す
ぺ
き
指
摘
や
論
点
を
中
心
に

や
や
詳
し
く
整
理

・
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

〈
プ

ロ
ロ
ー
グ
〉
従
来
、
直
弼
の
大
老
政
治
に
は

「開
国
の
元
勲
」
と

「
国
賊
」

と
い
う
二
つ
の
異
な
る
評
価
が
あ
り
、

一
方
で
は
近
代
的
精
神
性
を
重
視
し
た
茶

の
湯

の
先
駆
者
と
い
う
評
価
も
あ
る
が
、
本
書
の
課
題
は
、
こ
れ
ら
の
評
価
を
同

じ
人
物

の
思
想

・
行
動
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。

　
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
直
弼
の
伝
記
的
研
究
に
は
四
つ
の
画
期
が
あ

っ

た
と
さ
れ
る
。
第

一
の
画
期
は
明
治
二
十

一
年
の
島
田
三
郎

『
開
国
始
末
』
の
刊

行
で
あ
り
、
以
後
、　

「開
国
の
元
勲
」
イ
メ
ー
ジ
が
浮
上
し
た
。
条
約
調
印
の
経

緯
を
記
し
た
史
料
と
し
て
、
同
書
に
引
用
さ
れ
た

「公
用
方
秘
録
」
写
本
の
安
政

五
年
六
月
十
九
日
条
の
記
事
が
、
直
弼
の
行
動
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
際
の
根
拠

と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
剛
毅
果
断
な
人
物
像
の
背
景
に
は
、
窮
庶
子
と
し
て
の
生

い
立
ち
や
厳
し
い
修
養
生
活
が
あ

っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
第
二

の
画
期
は
、
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
下
で
、
政
治
家

・
文
化
人
と
し
て
直
弼
の
再

評
価
が
行
な
わ
れ
た
時
期
と
す
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
村
勝
麻
呂
が
発
見
し

た
直
弼
の
茶
人
と
し
て
の
評
価
と
仏
道
求
道
者
と
し
て
の
評
価
で
あ
り
、
茶
の
湯

の
前
提
と
な
る
禅
の
修
養
に
着
目
し
、
仏
道
求
道
者
と
し
て
の
直
弼
の
思
索
を
、

彼

の
毅
然
た
る
政
治
行
動

の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
第
三
の

画
期
は
戦
後

の
民
主
国
家
建
設

の
動
き

の
中
で
直
弼

の
再
評
価
が
行
な
わ
れ
始
め

た
時
期
で
あ
り
、
彦
根

の
井
伊
大
老
史
実
研
究
会
に
よ
る
井
伊
家
関
係
史
料

の
整

理

・
解
読
作
業
や
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
よ
る

『
大
日
本
維
新
史
料
　
類
纂

之
部
　
井
伊
家
史
料
』

の
編
纂

・
出
版
が
開
始
さ
れ
た
。
第
四
の
画
期
は
、
彦
根

藩
井
伊
家
文
書
の
公
開
と
彦
根
城
博
物
館
を
中
心
と
し
た
研
究
組
織

の
整
備
に
よ

っ
て
彦
根
藩
政
史
研
究
が
進
展
し
た
時
期
で
あ
り
、

こ
れ
が
従
来
の
直
弼
像
を

一

変
さ
せ
る
成
果
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
。
と
く
に

「
公
用
方
秘
録
」
写
本
の
記
述

が
井
伊
家
関
係
者
に
よ
り
改
竄
さ
れ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
と
な

っ
た
こ
と
に
よ

り
、
剛
毅
果
断
と
い
う
直
弼
の
虚
像
が
崩
れ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
研
究
史

整
理
を
踏
ま
え
、
著
者
は
、
直
弼
の
人
格
や
政
治
意
識
が
い
か
に
形
成
さ
れ
、
藩

政

・
幕
政
運
営
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
に
留
意
し
な
が
ら
、
①
彼
の
人

格
形
成
に
お
い
て
最
重
要
で
あ
る
青
年
期

の
思
索
、
②
世
嗣
時
代
に
お
け
る
政
治
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『幕末維新の個性6　 井伊直弼』

意
識
の
形
成
過
程
、
③
藩
主
と
し
て
の
政
治
行
動

の
具
体
像
、
④
大
老
直
弼
の
政

治
構
想
と
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
実
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
、
本
書
の

視
点
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

〈
第

一
章
〉
庶
子
時
代
の
尾
末
町
屋
敷

に
お
け
る
直
弼

の
苦
し
い
生
活
の
イ

メ
ー

ジ
は
、
近
年

の
井
伊
家
庶
子
研
究
に
よ

っ
て
大
き
く
塗
り
替
え
ら
れ

つ
つ
あ
り
、

直
弼
の
生
活
も
彦
根
藩
庶
子
養
育
制
度

に
従

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い

と
す
る
。
庶
子
時
代
の
直
弼
は

「
な
す

べ
き
業
」
と
し
て
の
芸
道
に
精
力
を
傾
け

る
が
、
武
芸
で
は
居
合

・
鎗
術
、
学
問

で
は
兵
学
、
古
典
文
学
、
和
歌

・
俳
諧

・

狂
歌
な
ど
の
文
芸
、
茶
道
、
能
楽
な
ど

に
関
心
を
示
し
、
何
事
も

一
派
創
立

・
免

許
皆
伝
に
達
す
る
ま
で
究
め
よ
う
と
し
た
。
た
だ
し
、
直
弼
は
あ
く
ま
で
も
大
名

庶
子
と
し
て
生
き
る
世
俗
的
覚
悟
を
前
提
と
し
て

「
な
す
べ
き
業
」
を
成
し
遂
げ

よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
天
保

七
年
、
直
弼
は

「埋
木
舎
」
と
名
付
け
た

住
居
を

「柳
和
舎
」
と
改
め
、
同
十
三
年
に
は

「柳
王
舎
」
と
改
め
る
。
尾
末
町

屋
敷
で
の
修
養
生
活
の
申
で
直
弼
は
、
枝
垂
柳

の
姿
に

一
つ
の
人
生
観
を
見
出
し

た
と
し
、
著
者
は
こ
れ
を

「
諸
芸
の
修
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
少
し
肩

の
力
を
抜

き
、
そ
れ
で
い
て
心
に
秘
め
た
強
い
意
志
を
持
つ
、
し
た
た
か
な
人
生
観
」
と
推

測
す
る
。
そ
し
て
、
天
保
十
三
年
、
長
野
義
言
に
初
め
て
対
面
し
た
直
弼
は
、
弘

化
元
年
頃
か
ら
国
学
の
重
要
性
を
意
識
し
始
め
た
。
長
野
の
国
学
思
想
と
の
関
係

は
、
の
ち
の
直
弼
の
政
治
行
動
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
す
る
。

〈
第

二
章
〉
青
年
期
の
直
弼
は
、
消
極
的
に
武
士
の
茶
の
湯
を
肯
定
す
る
が
、

一

歩
進
ん
で
積
極
的
に
武
士
の
茶
の
湯
を
推
奨
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
茶
道

有
益
論
を
超
越
し
、
純
粋
な
茶
の
湯
観

に
到
達
し
た
直
弼
は
、
弘
化
二
年

「
入
門

記
」
を
執
筆
し
て
自
身
の
流
儀
を
広
め
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
う
し
た
直
弼
の

茶
の
湯
観
形
成
に
は
、
藩
士
真
野
明
美
を
介
し
て
交
流
の
あ

っ
た
片
桐
貞
信
の
影

響
が
大
き
か

っ
た
が
、
流
祖
の
茶

の
湯
観
の
解
釈
を
め
ぐ
り
両
者
に
決
定
的
な
差

違
が
生
じ
た
こ
と
が
、
直
弼
に

一
派
創
立
を
発
起
さ
せ
た
の
だ
と
い
う
。

〈
第
三
章
〉
弘
化
三
年
、
直
弼
は
藩
主
井
伊
直
亮

の
世
子
と
な
る
が
、
直
亮

の
性

向
は
晩
年
に
至
り
極
端
な
専
制
的
傾
向
に
あ
り
、
直
亮
は
直
弼
を
世
嗣
と
し
な
が

ら
も
、
あ
ま
り
好
意
を
も

っ
て
お
ら
ず
、
両
者
に
は
隔
意
が
あ

っ
た
と

い
う
。

〈第
四
章
〉
世
嗣
時
代

の
直
弼
は
、
仁
政

へ
の
強

い
意
志
を
有
し
た
が
、
藩
政

の

具
体
的
課
題
に
つ
い
て
何
ら
か
の
方
策
を
持

っ
て
い
た
訳
で
は
な
か

っ
た
。
し
か

し
、
弘
化
四
年

の
相
州
警
衛
拝
命
は
家
格
相
違
で
あ
り
、
そ
の
責
任

は
直
亮
と
重

役
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
彼

は
、
常
溜
筆
頭
と
し
て
の
強

い
家
格
意
識
と
京

都
守
護

・
先
鋒

の
家
と
し
て
の
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

一
方
、
直
亮

と
の
確
執
の
中
で
直
弼
は
、
将
来

の
側
近
た
る
人
材
発
掘

の
た
め
に
藩
士
か
ら
の

諌
言
を
受
容
す
る
姿
勢
を
見
せ
、
藩
儒
中
川
禄
郎
は
の
ち
の
直
弼
の
開
国
論
に
強

い
影
響
を
及
ぼ
し
、

長
野
の
国
学
思
想
は
、

直
弼
の
政
治
理
念
に
深
く
影
響
し

た
。
さ
ら
に
直
弼
は
彦
根
藩
士
の
長
野

へ
の
入
門
を
奨
励
し
た
と
す
る
。

〈
第
五
章
〉
彦
根
藩
の
藩
政
機
構
に
お
い
て
家
老
評
議
は
重
要
で
あ

っ
た
が
、
直

亮

の
治
世
後
半
期
に
お
け
る
家
老
評
議
は
、
直
亮
の
専
制
に
よ
り
十
分
に
機
能
し

な
い
場
合
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
嘉
永
三
年
、
直
亮
が
病
没
し
、
直
弼
が
家
督
を

相
続
す
る
と
、
直
ち
に
側
近
人
事
を
刷
新
し
、
国
許
の
家
老
評
議
に
従
う
姿
勢
を

表
明
し
て
、
直
亮
時
代
に
機
能
不
全
に
陥

っ
て
い
た
家
老
評
議
の
正
常
化
を
目
指

す
。
な
お
、
江
戸
で
は
、
重
要
な
政
治
的
案
件
が
あ
る
場
合
の
み
少
数
の
家
老
が

増
員
さ
れ
、
彼
ら
と
藩
主
及
び
側
近
の
評
議
に
よ

っ
て
意
思
決
定
が
な
さ
れ
た
と

い
う
。

〈
第
六
章
〉
直
弼
は
、
藩
政
改
革
に
意
欲
を
示
し
、
ま
ず
士
民
撫
育
や
藩
校
改
革

に
着
手
す
る
。
側
近
の
人
事
面
で
は
、
長
野
の
登
用
が
慎
重
に
進
め
ら
れ
、
ペ
リ
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1
来
航

へ
の
対
策
評
議
に
参
画
し
た
こ
と
を
手
始
め
に
直
弼
側
近
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
よ
う
に
な

っ
た
。
長
野
の
影
響
は
直
弼
の
み
な
ら
ず
、
門
人
と
な

っ
た

藩
士
た
ち
に
も
広
が
り
を
見
せ
、
彦
根
家
中
に
お
け
る
長
野
の
門
人
拡
大
は
、
直

弼

の
藩
主
就
任
と
長
野

の
藩
士
取
立
て
に
よ

っ
て
急
速
に
進
み
、
表
面
上
は
彦
根

藩
中
枢
部

の
ほ
と
ん
ど
が
長
野
の
影
響
下
に
置
か
れ
る
。

一
方
、
当
初
直
弼
は
、

直
亮
側
近

の

一
人
と
し
て
宇
津
木
景
福

に
は
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
の
だ
が
、
相

州
詰
中

の
働
き
や
ペ
リ
ー
来
航
時
の
活
躍
を
評
価
し
て
側
近
に
登
用
す
る
こ
と
に

な
る
。

〈
第
七
章
〉
ペ
リ
ー
来
航
時
に
お
け
る
彦
根
藩

の
対
応
で
は
、
家
老

・
側
近
以
下

家
中

一
統
か
ら
聴
取
し
た
意
見
を
踏
ま
え
た
江
戸
評
議
の
結
果
に
よ
り
幕
府

へ
の

意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
。
彦
根
藩
は

「
初
度
存
寄
書
」
と

「別
段
存
寄
書
」
の
二

度
に
分
け
て
通
商
肯
定
論
を
内
容
と
す

る
意
見
書
を
提
出
し
た
が
、
初
度
は
鎖
国

維
持
と
海
外
雄
飛
と
い
う

一
見
矛
盾
し
た
論
旨
で
あ
り
、
別
段
で
は
鎖
国
墨
守
を

否
定
し
、
避
戦
と
具
体
的
な
海
外
雄
飛
論
を
主
張
し
た
。
彦
根
藩
で
は
幕
府
か
ら

の
再
諮
問
を
当
初
か
ら
予
測
し
、
初
度

・
別
段
二
通

の
原
案
を
作
成
し
た
の
だ
と

い
う
。
な
お
、
別
段
に
お
け
る
開
国
と
は
戦
争
回
避

の
た
め
の
計
策
に
す
ぎ
ず
、

将
来
の
鎖
国
復
帰
を
明
記
し
て

お
り
、

積
極
的
な
無
条
件
通
商
開
始
論
で
は
な

く
、

一
時
的
な
戦
争
回
避
の
た
め
の
開

国
論
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
期

の

直
弼
は
側
役
三
浦
十
左
衛
門
に
厚
く
依
頼
し
て
い
た
の
だ
が
、
側
役
の
世
代
交
代

が
進
み
、
安
政
三
年
に
三
浦
が
死
去
す
る
と
、
宇
津
木
が
彼

の
代
役
を
果
た
す
よ

う
に
な
り
、
家
老
三
浦
内
膳

・
用
人
役
兼
側
役
椋
原
主
馬
そ
し
て
宇
津
木

・
長
野

ら
が
、
直
弼
が
最
も
信
頼
す
る
家
臣
と
な

っ
た
の
だ
と
い
う
。
直
弼
が
斉
昭
と
直

接
対
立
し
始
め
る
の
は
、
嘉
永
七
年
ペ
リ
ー
再
来
航
に
際
し
て
の
幕
府
評
議

の
場

で
あ

っ
た
。
直
弼
は
直
ち
に
大
老
就
任
を
希
望
し
て
い
た
訳
で
は
な
か

っ
た
が
、

斉
昭
と
の
対
立
が
あ

っ
た
が
故
に
、
安
政
二
年
に
は
捨
身

の
覚
悟
で
出
府
す
る
。

と
こ
ろ
で
直
弼
は
、
嘉
永
元
年
秋
頃
か
ら
片
桐
宗
猿

に
茶
の
湯

に
関
す
る
質
問
を

繰
り
返
し
、
安
政
四
年
六
～
八
月
の
彦
根
滞
在
中
に
、
直
弼
の
茶
の
湯

の
集
大
成

と
い
う
べ
き

『
茶
湯

一
会
集
』
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
は
決
死
の
覚
悟
で
出
府
し

た
直
弼
に
と

っ
て
、
在
国
中
に
や
り
遂
げ
る
べ
き
最
大
の
課
題
で
あ

っ
た
と
指
摘

す
る
。

〈
第
八
章
〉
将
軍
継
嗣
に
つ
い
て
直
弼
は
、
伝
統
的
血
統
論
か
ら
紀
州
藩
の
徳
川

慶
福
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
が
、
継
嗣
は
将
軍
の
意
思
に
よ

っ
て
決
定
す
べ
き
と

の
立
場
を
取

っ
た
。
実
際
に
は
、
安
政
五
年
正
月
の
老
中
堀
田
正
睦
上
京
前
、

一

橋
派
の
知
ら
ぬ
間
に
、
継
嗣
は
慶
福
と
の
将
軍
家
定
の
内
意
が
示
さ
れ
て
い
た
と

す
る
。
通
商
条
約
締
結
問
題
に
お
い
て
、
溜
詰
大
名
は
直
弼
を
中
心
に
結
束
を
固

め
、
幕
府
か
ら
の
諮
問
に
対
し
条
約
許
容
論
を
上
申
し
た
。
直
弼
の
対
外
政
策
構

想
は
、
避
戦
の
た
め
通
商
許
容
は
や
む
を
え
な
い
処
置
で
は
あ
る
が
、
外
圧

へ
の

屈
服
で
は
な
く
、
強
硬
な
対
等
交
渉
を
企
図
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。

安
政
五
年
四
月

二
十
三
日
、
直
弼
は
大
老
に
就
任
す
る
が
、
彼
は
並
々
な
ら
ぬ
決

意
を
抱
い
て
大
老
職
を
拝
命
し
た
の
だ
と
い
う
。
な
お
、
そ
の
前
日
、
幕
府
徒
頭

薬
師
寺
元
真
が
直
弼
に
入
説
し
た
斉
昭
陰
謀
説
に
つ
い
て
、
吉
田
常
吉
氏
は
南
紀

派
に
よ
る
虚
構
と
断
定
し
た
が
、
著
者
は
こ
れ
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

〈第
九
章
〉
大
老
就
任
後
の
直
弼
に
と

っ
て
緊
急
の
課
題
は
、
将
軍
継
嗣
決
定
の

問
題
で
あ

っ
た
が
、
五
月
朔
日
つ
い
に
内
定
す
る
。
こ
の
間
、
直
弼
は
家
定
か
ら

全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
条
約
調
印
問
題
で
は
勅
許
を
得
て
調
印
す
べ

き
こ
と
を
主
張
す
る
直
弼
の
意
見
は
幕
府
内
で
は
少
数
派
で
あ
り
、
交
渉
が
行
き

詰
ま

っ
た
場
合
は
調
印
し
て
も
良

い
と
の
言
質
を
下
田
奉
行
井
上
清
直
ら
に
与
え

て
し
ま
う
。
違
勅

の
責
任
を
感
じ
て
辞
意
を
漏
ら
す
直
弼
に
対
し
、
宇
津
木
ら
は
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斉
昭
陰
謀
説
を
前
提
に
幕
閣
改
造
な
ど

の
対
策
を
進
言
す
る
。
条
約
調
印
問
題

へ

の
対
応
を
め
ぐ
る
彦
根
藩
の
意
思
決
定
過
程
は
、
従
来

の
江
戸
評
議
と
同
様

の
手

続
き
に
よ
る
も
の
だ
が
、
最
終
的
に
は
直
弼
が
、
老
中
評
決
と
将
軍
裁
可
を
経
た

幕
府

の
意
思
決
定
を
大
老
の
専
権
で
撤

回
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
と

さ
れ
る
。
条
約
調
印
問
題
に
つ
い
て
阿
部

・
堀
田
政
権
は
、
諸
大
名
の
意
見

一
致

と
勅
許
獲
得
と
い
う
二
つ
の
必
要
条
件

を
案
出
し
、
井
伊
政
権
も
こ
れ
を
前
提
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
が
、
直
弼
ら
は
諸
大
名
の
意
見

一
致
と
い
う
条
件
を

見
落
と
し
た
。
こ
の
失
策
に
よ
り
斉
昭
ら
の
不
時
登
城
を
招
き
、
結
果
的
に
は
戊

午

の
密
勅
降
下
の
原
因
と
も
な

っ
た
の
だ
と
い
う
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
段
階

で
幕
政
に
お
け
る

「政
策
」
論
争
は

「
政
権
」
抗
争

へ
と
質
的
変
換
を
遂
げ
、
こ

れ

へ
の
幕
府
の
対
応
策
が
安
政
の
大
獄
な
の
で
あ

っ
た
。
将
軍
継
嗣
決
定
後
の
課

題
は
条
約
勅
許
の
獲
得
で
あ

っ
た
が
、
戊
午
の
密
勅
降
下
後
の
長
野
と
宇
津
木
の

間
で
は
公
武

一
致
の
手
段
と
し
て
皇
女
降
嫁
が
検
討
さ
れ
始
め
る
。
そ
し
て
、
戊

午
の
密
勅
降
下
に
関
す
る
朝
廷
内
の
動
向
に
全
く
気
付
か
な
か

っ
た
在
京
中

の
長

野
は
、
水
戸
藩

へ
の
降
勅

に
よ
り
斉
昭
陰
謀
説
を
確
信
し
、
自
ら
の
失
態
を
挽
回

す
る
た
め
に
も
関
係
者
の
徹
底
的
弾
圧
を
直
弼
に
進
言
す
る
。
之
こ
ろ
で
、
安
政

の
大
獄
に
関
し
て
は
、
五
手
掛
が
提
示
し
た
罪
状
を
、
直
弼
が
独
断
で

一
等
重
い

罪
に
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
著
者
は
、
当
時
の
幕
府
評
議
の
あ
り
方
か
ら
考
え

て
こ
れ
は
不
可
能
で
あ
り
、
処
分
は
当
時
の
幕
閣
の
合
意
の
下
で
決
定
さ
れ
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
幕
政
運
営
上
、
老
中
に
よ
る
評
議
決
定
が
不
可
欠

で
あ
り
、
安
政

の
大
獄
に
お
い
て
も
大
老
の
専
決
権
が
な
く
、
老
中
間
部
詮
勝
ら

と
の
確
執
も
あ
り
直
弼
は
苦
悩
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、　
『
茶
湯

一

会
集
』
完
成
以
降
の
直
弼
の
茶
会
に
つ
い
て
は
、
政
略
的
な
も
の
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
自
身
が
目
標
と
し
た
精
神
的
茶

の
湯

の
実
践
に
あ

っ
た
と
い
う
。

〈
エ
ピ

ロ
ー
グ
〉
本
書
に
は
、
桜
田
門
外
の
変
直
前
の
直
弼
自
身
の
動
静
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
記
述
が
な
い
。
直
弼
の
死
後
も
長
野

・
宇
津
木
は
幕
政
に
関
与
す

る
が
、
文
久
二
年
に
政
治
状
況
は

一
変
し
、
両
名
は
彦
根
藩
自
身
の
手
に
よ

っ
て

抹
殺
さ
れ
る
に
至
る
。
彦
根
藩
は
彼
ら
の
み
を
犠
牲

に
し
て
、
幕
府
か
ら
の
譴
責

の
軽
減
と
藩
運
回
復
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
と
い
う
。
処
刑
さ
れ
る
ま
で
の
間
に

宇
津
木
が
編
纂
し
た

「公
用
方
秘
録
」
は
、
①

「公
用
方
秘
録
」
・
②

「公
用
深
秘

録
」
・
③

「公
用
秘
録
」

の
三
時
期
に
区
分
さ
れ
、

①

・
②
の
画
期
は
家
茂
の
将

軍
宣
下
、
②

・
③

の
画
期
は
大
獄
が
終
息
を
迎
え
た
時
期
で
あ
り
、
斉
昭
処
分
に

功
績

の
あ

っ
た
老
中
松
平
乗
全

・
矢
田
藩
主
松
平
信
和

へ
の
恩
賞
に
つ
い
て
直
弼

が
老
中
に
検
討
を
依
頼
し
た
時
点
と
さ
れ
た
。
最
後
に
著
者
は
、
直
弼

の
政
治
意

識
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。
ま
ず
、
そ

の
根
底
に
は
強

い
秩
序
意

識
が
あ
り
、
と
く
に
長
野
か
ら
影
響
を
受
け
た
国
体
論
に
よ
る
秩
序
意
識
が
、
直

弼

の
政
治
意
識
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
安
政
の
大
獄
も
直
弼

の
秩
序
意
識
に
よ
り
徹
底
的
に
実
行
さ
れ
た
の
だ
が
、
大
老
直
弼
は
、
幕
政
運
営

に
お
い
て
も
老
中
評
議

・
将
軍
伺
い
を
前
提
と
し
た
意
思
決
定
を
原
則
と
し
て
お

り
、
む
し
ろ
愚
直
に
も
こ
れ
に
従

っ
て
閣
議
の

一
員
と
し
て
行
動
し
、
幕
閣
間
の

確
執
に
苦
慮
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
直
弼
の
生
涯
は

「終
生
武
家
と

し
て
、
大
名
と
し
て
の
道
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
り
獲
得
し
た
、
凛
と
し
た
信
条

に
貫
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

三
　
本
書

に
対
す
る
若
干

の
コ
メ
ン
ト

　
そ
も
そ
も
井
伊
直
弼
の
人
物
評
価
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
明
治
期
以
来
、
維
新
史

の
争
点
の

一
つ
で
も
あ

っ
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
純

粋
に
学
問
的
な
動
機
で
は
な
く
、
政
治
的
な
思
惑
が
存
在
し
て
い
た
。
直
弼
を
顕
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彰

し
よ
う
と
す
る
人
々
は
直
弼
の
雪
冤

を
意
図
し
て
い
た
の
に
対
し
、
反
直
弼
側

の
人
々
は
直
弼
再
評
価
の
動
き
を
、
維
新
史
に
お
け
る

「官
」
と

「賊
」

の
区
別

を
否
定
す
る
も
の
だ
と
し
て
徹
底
的
に
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。
直
弼
研
究

は
、
安

政
期
に
お
け
る
政
治
史
研
究

の
課
題
で

あ
る
と
同
時
に
、

日
本
人
の
明
治
維
新

観
、
そ
し
て
歴
史
認
識
全
体
に
も
関
わ
る
問
題
で
も
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
難
問
で

あ
る
直
弼
研
究
に
長
年
に
わ
た

っ
て
取

り
組
ま
れ
、

つ
い
に
本
書
を
ま
と
め
ら
れ

た
著
者
の
御
努
力
に
は
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。
以
下
、
評
者

の
能
力
不
足
か
ら
、
個
々
の
指
摘
や
論
点
に
つ
い
て
の
厳
密
な
検
証
と
い
う
よ
り

は
、
本
書
読
了
後
の
雑
駁
な
感
想
を
述

べ
る
に
す
ぎ
な
い
点
を
予
め
お
断
り
し
て

お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
著
者
は
、
直
弼
の
伝
記
的
研
究
の
研
究
史
を
整
理
し
て
四
つ
の
画
期
を

指
摘
す
る
が
、
そ
の
特
徴
は
史
料
の
発
見
や
公
開
な
ど
の
研
究
環
境

の
進
展
に
着

目
し
て
画
期
を
設
定
し
た
点
に
あ
る
。
直
弼
像
を
め
ぐ
る
研
究
史
と
し
て
は
、
例

え
ば
文
部
省
維
新
史
料
編
纂
会
の
成
立
問
題
な
ど
、
も
う
少
し
反
直
弼
側

の
動
向

に
つ
い
て
も
解
説
し
て
欲
し
い
気
も
す

る
が
、
著
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
上

の
問
題
点
に
は
史
料
的
制
約
こ
そ
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
と
見
て
お
り
、

彦
根
藩
井
伊
家
文
書
が
全
面
公
開
さ
れ
、
木
俣
家
伝
来

「公
用
方
秘
録
」
抄
本
な

ど
の
新
史
料
が
発
見
さ
れ
た
現
在
に
至
り
、
よ
う
や
く
従
来
の
歪
め
ら
れ
た
直
弼

像
を
払
拭
し
、
確
実
な
史
料
に
基
づ
く
直
弼

の
実
像
を
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
と

な

っ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
う
し
た
認
識
を
前
提
に
、
本
書
に
お

い
て
直
弼
の
実
像
探
し
を
実
践
し
、
膨
大
な
井
伊
家
文
書
を
始
め
と
す
る
関
係
史

料
を
丹
念
に
読
み
込
み
、
単
な
る
評
論

・
評
伝
で
は
な
い
、
確
か
な
史
料
に
基
づ

く
等
身
大
の
人
物
像
を
構
築
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
本
書
は
、
近
年
目
覚

し
く
深
化
し
た
彦
根
藩
政
史
研
究

の
成
果
を
取
り
入
れ
た
初
め
て
の
本
格
的
な
直

弼
伝
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
著
者
が
設
定
し
た
本
書

の
課
題
と
視
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
書

の

課
題
は
、
直
弼
に
関
す
る
異
な
る
評
価
を
同
じ
人
物

の
思
想

・
行
動
と
し
て
捉
え

直
す
こ
と
で
あ
る
。

著
者
が
指
摘
す
る
如
く
、

従
来

こ
れ
ら
は
個
別
に
分
析
さ

れ
、
そ
の
成
果
が
安
易
に
接
合
さ
れ
が
ち
で
あ

っ
た
た
め
、
本
書

の
課
題
設
定
は

妥
当
な
も
の
と
い
え
る
。
直
弼
の
人
格

・
政
治
意
識
の
形
成
と
、
そ
の
藩
政

・
幕

政
運
営

へ
の
反
映
に
留
意
し
つ
つ
、
青
年
期
及
び
世
嗣

・
藩
主

・
大
老
の
各
時
期

に
お
け
る
思
想
と
行
動
に
つ
い
て
叙
述
す
る
と
い
う
視
点
も
、
本
書
の
課
題
に
沿

う
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
書
全
体
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
か
ら
見
て
、
大
老
就
任
以

前

の
時
期
に
比
べ
る
と
、
大
老
時
代
と
り
わ
け
安
政
の
大
獄
か
ら
桜
田
門
外
の
変

に
か
け
て
の
時
期
に
つ
い
て
の
記
述
が
幾
分
物
足
り
な
い
印
象
を
受
け
る
の
も
事

実
で
あ
る
。
実
は
著
者
自
身
も
、
本
書
は
大
老
政
治
と
く
に
安
政
の
大
獄
以
降
の

分
析
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
率
直
に
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
は
、

吉
田
常
吉

『
安
政
の
大
獄
』

を
超
え
る
材
料
が
未
だ
十
分

で
は
な
く
、

あ
と
数

年
は
熟
考
し
た
い
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
あ
え
て
踏
み
込
ま
な
か

っ
た
か
ら
で
あ

り
、
近
い
将
来
、
大
老
時
代

の
直
弼
に
関
す
る
続
編
が
執
筆
さ
れ
な
け
れ
ば
、
著

者
の
直
弼
研
究
は
完
結
し
な
い
の
で
あ
る
。
評
者
も

一
読
者
と
し
て
著
者
に
よ
る

大
老
直
弼
伝
の
刊
行
を
期
待
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
著
者
が
克
服
し
よ
う
と
し
た
直
弼
像
と
は
、
誤
解
に
基
づ
く
虚
像

イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
ま
た

一
面
の
み
を
強
調
す
る
偏
向
し
た
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
あ

る
。
本
書
で
著
者
が
提
示
し
た
直
弼
像
は
、
従
来
の
専
制
的
イ
メ
ー
ジ
に
は
程
遠

い
、
既
存
の
政
治
慣
行
を
誠
実
に
遵
守
し
よ
う
と
す
る
律
義
者
の
姿
で
あ

っ
た
。

実
の
と
こ
ろ
多
く
の
研
究
者
が
、
直
弼
と
い
え
ば
専
制
的
な
大
老
政
治
の
主
役
と

い
う
、
あ
ま
り
に
も
固
定
化
さ
れ
た
人
物
イ
メ
ー
ジ
に
無
意
識
の
う
ち
に
囚
わ
れ
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て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
す
が
に
尊
王
に
絶
対
的
な
価
値
基

準
を
置
く
、
敗
戦
前
ま
で
の
維
新
史
認
識
の
呪
縛
か
ら
は
解
き
放
た
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
未
だ
に
独
断
専
行

・
剛
毅
果
断
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
史
料
的
裏
付
け
も
な

く

一
人
歩
き
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
問
題
で
は
あ
る
が
、
直
弼
の
大
老
政
治
の
再
検
討
が
よ
り

一
層
求
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
安
政
五
年
に
お
け
る
条
約
勅
許
問
題
と
将
軍
継
嗣
問
題
の
交
錯

の
中
か
ら
惹
起
さ
れ
た

一
連
の
政
争
が
持

つ
幕
末
政
治
史
上
の
意
義
な
ど
、
未
だ

解
明
し
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
問
題
は
多

い
よ
う
に
思
う
。
井
伊
家
文
書
を
中
核
と

す
る
直
弼
関
係
史
料
が
多
く
の
先
人
た
ち
の
尽
力
に
よ
り
今
日
ま
で
伝
来
し
て
き

た
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
が
、
実

は
幕
末
期
に
お
け
る
幕
政
担
当
者
と
そ
の

側
近
た
ち
の
史
料
が
こ
れ
ほ
ど
纏

ま

っ
て
現
存
し
て
い
る
事
例
は
極
め
て
貴
重
な

の
で
あ
る
。
本
書
を
出
発
点
と
し
て
、
安
政
期
の
政
治
史
研
究
が
さ
ら
に
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(二
〇
〇
六
年
五
月
　
東
京
　
吉
川
弘
文
館
　
二
四
四
頁
)
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